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１．はじめに  

 建設工事に起因する地盤振動が周辺住民の生活に与える影

響を軽減するため，筆者らは振動源となる工事エリアに敷設す

ることで重機作業による振動を低減できる厚さ 10 mm のエラ

ストマー製特殊網状シート 1),2)（以下，特殊網状シートと称す

る）を開発した．図－1にその外観を示す．本報では，昨年実

施した試験に引き続き 2），特殊網状シートの振動低減特性を室

内要素試験で評価したので，その結果について報告する． 

２．試験方法 

 図－2と図－3に試験装置の構造と外観を示す．試験

装置は上鉄板と下鉄板の間に振動低減特性を確認した

い防振材を挟み込む構造とした．また，供試体上部か

らベロフラムシリンダーで任意の応力を載荷すること

ができ，加振機を波形作成装置で制御することで，上

鉄板の側方から任意の正弦波を付与できる．上部の載

荷部から水平方向の反力を受けないよう，載荷板とベ

ロフラムシリンダーとの接続部分にはローラを設置し

た．供試体部を挟み込む架台の接地部には，加振機稼

働時に影響を受けないように地面との間に防振ゴムを

設置した．試験ケースを表－1に示す．試験は防振材

がない場合と防振材がある場合の全4ケースとし，防

振材として特殊網状シートと硬度64の市販の天然ゴム

シートを選定した．また．特殊網状シートを2枚重ね

にした場合の効果も併せて評価した．振動周波数5種

類の入力波に対して，水平方向と鉛直方向の振動を計

測し，供試体部の振動低減特性を評価した．振動低減

特性は，上鉄板（入力側）および下鉄板（応答側）で

計測された加速度振幅から，図－4に示す方法で求め

る振動の伝達率に基づいて評価した． 

  
図－1 エラストマー製特殊網状シート 

 
図－2 加振装置の構造 

 

 
図－3 試験装置外観 

 
図－4 実効値伝達比率の算定方法 

表－1 試験ケース 

試験ケース 防振材 載荷応力 

（kPa） 

周波数 

（Hz） 

Case1 なし 50 5、10、20、40、80 

Case2 特殊網状シート 50 5、10、20、40、80 

Case3 特殊網状シート 

2 枚重ね 

50 5、10、20、40、80 

Case4 天然ゴムシート 50 5、10、20、40、80 
 

185mm 
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３．試験結果 

1）Case1（図-5） 

防振材がない Case1 では 5～10 Hz で水平方向の振動

が増幅しており，20～80 Hz は 78～82％の振動伝達率

となった．鉛直方向の振動伝達率は，20 Hz では 94%と

振動低減効果が小さい結果となった． 

2）Case2（図-6） 

特殊網状シートを敷設した Case2 の水平方向の振動

伝達率は 5 Hz において 75％であったが，10～80 Hz で

は 24～41％となった．鉛直方向の振動伝達率は，5 Hz

では振動伝達率 116%となり増幅した．周波数が高くな

れば，振動が低減する傾向となった． 

3）Case3（図-7） 

特殊網状シートを 2 枚敷設した Case3 の水平方向，

鉛直方向の振動伝達率は，特殊網状シート 1 枚である

Case2 と比べて全体的に低下した．特殊網状シートを 2

枚敷設することで，5～80 Hz 帯において 1 枚敷設の場

合よりも高い振動低減効果を確認できた． 

4）Case4（図-8） 

Case4 の水平方向の振動伝達率は，5 Hz では 185%と

なり振動が増幅し，10～40 Hz では 45～52%となった．

鉛直方向の振動伝達率は，10 Hz，80 Hz では 83～90%

であり，他の周波数帯は振動が増幅した． 

以上より，水平方向の 5~80 Hz の振動低減効果は，

鉄板を 2 枚敷設（Case1）と比較し，特殊網状シートを

間に挟んだ方（Case2）が高く，その効果は特殊網状シ

ートを 2 枚敷設（Case3）した方が高かった．鉛直方向

の振動低減効果は 5~10 Hz では鉄板を 2 枚敷設（Case1）

する方が特殊網状シートを敷設（Case2）するよりも高

かった．一方，20 Hz 以上の周波数帯では，特殊網状シ

ートの方が，振動低減効果が高いことを確認できた．こ

れまでの研究で得られた重機振動の周波数は 5～40 Hz 程度 3)であることから，特殊網状シートは 20 Hz 以上

の重機由来の振動低減に極めて効果的であることを裏付けることができた． 

４．おわりに  

 本報では，開発したエラストマー製特殊網状シートの振動低減効果を確認するために，周波数を制御した試

験を実施した．引き続き当該シートのさらなる振動低減メカニズムの解明のため，研究を進めていく予定であ

る． 
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図－5  Case1 防振材なし 

 
図－6 Case2 特殊網状シート 

 
図－7 Case3特殊網状シート 2枚 

 
図－8 Case4 天然ゴムシート 
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